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『まちづくり昭島北 １２年の歩み』 発刊に寄せて 

コミュニティ協議会「まちづくり昭島北」は、昭島市自治会連合会第１７・１９・２０ブロッ

クと、同地域のマンション管理組合、瑞雲中学校、つつじが丘小学校、ショピングプラザ、

関連する地域団体や地域の企業を構成メンバーとしてスタートし、昭島市をはじめ地域

住民の皆様のご理解とご協力のもと、結成から１２年が経過しました。 

この冊子は１２年間、地域課題に対し取り組んできた諸活動や結果報告をまとめまし

た。ハイツまつりなど諸先輩から受け継がれてきた伝統や地域への愛情を、次の世代に

伝え残していくための記録集と考えています。前回発行の“７年の歩み”から６年、薄れ

て行く記憶に対し文書と写真で記録に残していく事は非常に大切なことだと思います。 

この間には「新型コロナウイルス」による感染症対策で、行事等を中止や規模の縮小

をせざるを得ない状況がありましたが、住民間のコミュニケーション、生活や働き方の大

きな変化の中でも、“防災訓練”は工夫しながら継続することが出来ました。 

 これからも、地域の生活環境の改善と安全・安心な街づくりを中心にコミュニティ活動

を続け、地域力向上の一翼を担っていきたいと思います。 

 

                                20２４年3月 

まちづくり昭島北 委員長  宮田次朗 

 
 

 

■「まちづくり昭島北」 構成団体 ■ 

自治会 昭島市自治会連合会 

第１７ブロック 

① つつじが丘東自治会 （１～５号棟） 

②  つつじが丘西自治会 （６～11 号棟） 

第１９ブロック ➂ つつじが丘北自治会 （12～25 号棟） 

第２０ブロック ③  プレイシア自治会 

⑤ ポレスター昭島自治会 

管理組合 ➅ 昭島つつじが丘ハイツ住宅管理組合（１～５号棟） 

➆ 昭島つつじが丘ハイツ北住宅団地管理組合（12～25 号棟） 

➇ プレイシア管理組合法人 

店舗会 ➈ 昭島つつじが丘ショッピングプラザ（６号棟） 

 

※オブザーバー： (19ブロック) AYUMO CITY昭島自治会  

プラウドシーズン西武立川自治会 

 (20ブロック) ポレスター昭島管理組合 
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コミュニティ協議会「まちづくり昭島北」 

１２年の歩み 

～ 目 次 ～ 

ページ     内 容 

１  発刊に寄せて ／ 「まちづくり昭島北」 構成団体 

２  目 次 

３  ➊ 12年間の主な活動記録 
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➋ ハイツまつり 
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➌ 地域安全への取り組み 

１１ 

 

➍ 地域防災の取り組み 

１２   ・2011年～2015年の活動 

１３   ・2016年～2017年の活動 

１４   ・防災・危機管理アドバイザー 山村武彦氏からのメッセージ 

１５   ・阪神淡路大震災から22年経過した神戸、加古川を訪問 

１７   ・東日本大震災から“６年半”経過した宮城・岩手を訪問 

１８   ・東日本大震災で全住民が避難した「飯舘村」を訪問 

１９   ・東日本大震災から“８年”経過した「福島県」を訪問 

２０  ・新しい生活様式におけるマンション防災の新常識／講演会 

２１ 1 ➎ コミュニティの取り組み（バス旅行・男の料理教室・運動会） 

２２   ・男の料理教室、ブロック運動会 

２３  ➏ 3.11を忘れない！「まち歩き」第１回～第３回 

２４   ・まち歩き第４回、第５回 

２５   ・まち歩き第６回～第１０回 

２６   ・まち歩き第１１回／はるかのひまわり絆プロジェクトに参画 

２７  資料➊ 会 則 

２９  資料➋ 組織構成図 

３０  資料➌ 設立の主な役割と位置づけ 
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平成２２年(2010年) 

7/23.24 第２９回ハイツまつり 

7/30 
「まちづくり昭島北」組織を結成し 

“地域防災”を主に活動することで合意 

平成２３年(2011年) 

２/初 防災倉庫、テント等の設置進める 

2/12 

防災リーダー研修会(公民館小ホール) 

講師：岡島醇氏（市民防災研究所） 

終了後、9/25合同防災訓練開催を決める 

3/11 ★東日本大震災発災 14:46 

6/26 

「まちづくり昭島北」結成記念行事 

「立川断層は動くのか」市民会館大ホール 

講師：山﨑晴雄（首都大学東京・教授） 

7/23.24 

第３０回ハイツまつり ※東日本大震災の募

金 505,000円を被災地に届ける 

※３０周年記念事業で、やぐらを新調 

9/中旬 
安否確認ステッカー３枚セット全戸配布 

※東京都の助成金を活用し作成 

9/25 
第 1回地域合同防災訓練（瑞雲中校庭） 

1500名参加 

11/15 「臨時総会」を開催し、会則と組織を決議 

平成２４年(2012年) 

2/11 防災講演会に参加(講師：山村武彦氏) 

3/24 評議委員会の開催 

4/14 
第１回定期総会(ぱれっと) 

初代委員長に黒崎治雄氏が就任 

5/12 周辺道路・交差点安全調査 

7/9 第１回地域防災会議(近隣小中合同) 

7/16 第１回盆踊り大会 350名参加 

7/21.22 
第３１回ハイツまつり 

・被災地岩泉町復興支援企画を実施 

10/6 防災研修会に参加(講師：吉川忠寛氏) 

11/18 評議委員会の開催 

12/8 第２回周辺道路・交差点安全調査 

12/20 
「周辺道路・交差点改善要望書」を昭島市長

と昭島警察署長宛に提出 

平成２５年(2013年) 

1/17 
「周辺道路・交差点改善要望書」に対して 

市担当者と現地確認立ち合う 

3/2 青パト新規メンバー講習会実施 

3/4 第２回地域防災協議会 

4/13 第２回定期総会(ぱれっと) 

5/21 第３回地域防災協議会 

6/18 第４回地域防災協議会 

6/30 インドアペタンク国体デモ競技大会に参加 

7/15 第２回盆踊り大会 

7/20. 

    21 

第３２回ハイツまつり 

・瑞雲中の店：ボランティア部と共同出店 

7/25 第５回地域防災協議会 

9/29 

第２回地域合同防災訓練(瑞雲中と)2500名 

・講師：野村 勝(阪神・淡路大震災語り部) 

・全体集会の後、体育館にて中学生に講演 

※瑞雲中生徒との合同防災訓練が開始 

10/12 

周辺道路・交差点改善要望で都と市の担当

者の現地調査があり立ち会う。その後随時

新規のガードレールが設置された 

11/2 評議委員会 

平成２６年(2014年) 

1/20 
第 10回地域の防火防災功労賞「優秀賞」を

受賞<まちづくり昭島北> 

2/11 協議会のブログ開設（自治連ブログ内） 

3/11 第１回まち歩き＆3.11を忘れない 

3/30 
『まちづくり昭島北の活動紹介』3,500冊 

作成・全戸配付 

4/12 
第３回定期総会(ぱれっと) 

第２代委員長に小野正敏氏が就任 

4/20 第３回東京防災隣組認定受賞(都庁) 

6/29 
防災講演会開催 講師：山村武彦氏 

「近助の精神と防災隣組」（市民会館） 

7/13 第３回盆踊り大会 

7/19.20 第３３回ハイツまつり 

9/28 第３回地域合同防災訓練(瑞雲中と) 

10/25 評議委員会 

平成２７年(2015年) 

2/21 防災隣組全体役員会(公民館小ホール) 

3/11 第２回まち歩き＆3.11を忘れない 

3/28 評議委員会 

3/31 冊子「３年間の活動」を作成・発行 

4/1 
周辺道路改善要望の昭島駅西側の青梅線

への左折と直進のラインが完成 

4/11 第４回定期総会(ぱれっと) 

7/12 第４回盆踊り大会 

7/18.19 第３４回ハイツまつり 

9/27 第４回地域合同防災訓練(瑞雲中と) 

平成２８年(2016年) 

1/18 評議委員会 

1/22 第 12回地域の防火防災功労賞受賞 

2/20 つつじが丘南小学校閉校式に参列 

2/27 つつじが丘北小学校閉校式に参列 

3/11 第３回まち歩き＆3.11を忘れない 

3/23 評議委員会 

4/1 つつじが丘小学校が開校 

4/9 第５回定期総会(ぱれっと) 

7/10 山村武彦氏との地域防災懇談会(16号棟) 

7/17 第５回盆踊り大会 

7/18.19 第３５回ハイツまつり 

9/24 第５回地域合同防災訓練(瑞雲中と) 

10/23 第１回つつじが丘小地域ブロック運動会 

❶１２年間の主な記録 
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11/5 つつじが丘小学校開校集会で餅つき実施 

11/13 第 1回男の料理教室(武蔵野会館) 

12/17 評議委員会 

平成２９年(2017年) 

1/17.18 被災地を視察（神戸の長田・加古川） 

1/19 
第１３回地域の防火防災功労賞 

「最優秀賞受賞」<つつじが丘北> 

3/1 
第２１回防災まちづくり大賞 

「総務大臣賞」受賞<つつじが丘北> 

3/11 第４回まち歩き＆3.11を忘れない 

3/22 評議委員会 

3/27 地域安全防災協議会 

4/８ 第６回定期総会(ハピネス昭和の森) 

6/21 バス研修ツアー(群馬県) 35人参加 

7/16 第６回盆踊り大会 

7/22.23 第３６回ハイツまつり 

9/23 第６回地域合同防災訓練(瑞雲中と) 

10/22 第２回つつじが丘小地域ブロック運動会 

10/28 評議委員会 

11/5～7 被災地を視察（宮城・岩手 ５人参加） 

12/2 第２回男の料理教室開催(公民館 3階) 

平成３０年(2018年) 

1/23 瑞雲中地区連絡会 

3/11 第５回まち歩き＆3.11を忘れない 

3/19 評議委員会 

3/30 『まちづくり昭島北 7年の歩み』発行 

4/7 第７回定期総会(ハピネス昭和の森) 

7/15 第７回盆踊り大会 

7/21.22 第３７回ハイツまつり 

9/22 

第７回地域合同防災訓練(瑞雲中と) 

・訓練終了後、体育館にて中学生に対して

「防災教室」を当役員が担当し開催 

10/３ 
瑞雲中での留学生との日本文化体験会の

際、“もちつき大会”の準備と実施の協力 

10/12 まちづくり昭島北のサイトを開設 

10/22 第３回つつじが丘小地域ブロック運動会 

11/27 評議委員会 

12/1 第３回男の料理教室開催(あいぽっく) 

平成３１年・令和１年(201９年) 

1/29 瑞雲中地区連絡会 

2/9 認知症サポーター養成講座(ぱれっと) 

3/11 第６回まち歩き＆3.11を忘れない 

3/18 評議委員会 

4/６ 第８回定期総会(ハピネス昭和の森) 

6/24,25 被災地応援バスツアー(福島・20人) 

7/14 
第８回盆踊り大会  (雨天の為、６号棟ショ

ップラ商店街通路で盆踊りと模擬店を実施) 

7/20.21 第３８回ハイツまつり 

9/28 第８回地域合同防災訓練(瑞雲中と) 

12/5 第 4回男の料理教室（武蔵野会館） 

令和２年(2020年) 

1/中旬 ★新型コロナウイルス感染症が国内で確認 

3/11 第７回まち歩き＆3.11を忘れない(中止) 

4/4 第９回定期総会(書面開催) 

7/12 第９回盆踊り大会（中止） 

7/18.19 第３９回ハイツまつり（中止） 

9/19 
第９回地域合同防災訓練(瑞雲中と) 

※3密を避けた訓練 

12/23 評議委員会(中止／書面を送付) 

令和３年(202１年) 

3/11 第８回まち歩き＆3.11を忘れない（中止） 

4/３ 第１０回定期総会(書面開催) 

6/16 介護施設に未使用マスク 777枚を届ける 

6/21 
市からエンシスに活動拠点事務所の提供を

受ける 

7/11 第１０回盆踊り大会（中止） 

7/17.18 第４０回ハイツまつり（中止） 

9/5 
マンション防災の研修会(16号棟集会所) 

講師：釜石 徹氏 

9/15 
上記講演の動画を撮り YouTubeで発信 

内容は、冊子にまとめ全戸配付 

9/22 

第 10回地域合同防災訓練 

(瑞雲中生徒には 9/5の動画を学校にて 

視聴して訓練参加と冊子は全生徒に配付) 

10/～ ハイツまつりの見直しの検討会協議開始 

令和４年(2022年) 

3/11 第９回まち歩き＆3.11を忘れない(中止) 

4/2 第１１回定期総会(書面決議) 

7/17 第１１回盆踊り大会（中止） 

7/23 
第４１回ハイツまつり（役員全員検査を実施

し、規模を縮小して１日だけの開催となった） 

9/24 第 11回地域合同防災訓練 

令和５年(2023年) 

2/12 第１回インドアペタンク大会（小学校体育館） 

3/11 第 10回まち歩き＆3.11を忘れない 

4/8 
第 12回定期総会(ハピネス昭和の森) 

第 3代委員長に宮田次朗氏が就任 

5/2 はるかのひまわり絆プロジェクトに参画 

5/8 
★新型コロナウイルス感染症の位置づけが 

５類感染症”に移行 

7/16 第１２回盆踊り大会 祭典委員会の主催 

7/22.23 第４２回ハイツまつり 

9/３０ 第 1２回地域合同防災訓練（瑞雲中と） 

10/２２ 第５回つつじが丘小地域ブロック運動会 

12/22 2023年度第１回評議委員会(エンシス) 

令和６年(2024年) 

3/11 
第 11回まち歩き＆3.11を忘れない 

（アキシマエンシス→ハピネス昭和の森） 

3/16 2023年度第 2回評議委員会(パレット) 

3/30 『まちづくり昭島北 12年の歩み』発刊 
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20以上の模擬店は 

地域の皆様で運営してきました 

❷ ハイツまつり 

▲まつりは、子ども達のパレードから始まります！ 元気な声が団地内にとどろきます ‼ 

▲かってはナイヤガラの滝や 

打ち上げ花火もありました        ▲開会式後、2,500名以上参加のビンゴ大会 

▲東日本大震災や熊本地震の際は 

祭典委員会で協議し、会場に“がんばれ東北”の掲示や、義援金を被災地に届けました 

◀２日間の祭典では、やぐら前中心
に、瑞雲中生徒やつつじが丘小の

児童、地域の各種サークルの皆様
の出演を頂いて盛り上がっていま

す 後半は盆踊りの輪が、２重３重

に広がっていきました 
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                      ～ハイツまつりの開催日と委員長～ 

回 開催日 担当 祭典委員長 

１ 1982/8/21.22 ハイツ自治会 岩根 公彦 

２ 1983/8/20.21 ハイツ自治会 中村 紀彦 

３ 1984/8/18.19 ハイツ自治会 黒﨑 治雄 

４ 1985/8/17.18 ハイツ自治会 小島  績 

５ 1986/8/16.17 ハイツ自治会 宮城 哲弘 

６ 1987/8/15.16 ハイツ自治会 大金  甲 

７ 1988/8/20.21 ハイツ自治会 野原 勝美 

８ 1989/8/19.20 ハイツ自治会 高橋 信男 

９ 1990/8/11.12 ハイツ自治会 黒﨑 治雄 

１０ 1991/8/9.10.11 北管理組合 松井 孝志 

１１ 1992/8/8.9 ハイツ自治会 澤井 年一 

１２ 1993/7/31、8/1 北管理組合 寺井 大策 

１３ 1994/7/30.31 ハイツ自治会 白石 光了 

１４ 1995/7/29.30 ハイツ自治会 宇山 充庸 

１５ 1996/7/27.28 北自治会 宮田 次朗 

１６ 1997/8/23.24 ハイツ自治会 岩根 公彦 

１７ 1998/7/25.26 北自治会 宮田 次朗 

１８ 1999/7/31、8/1 ハイツ自治会 福田 耕治 

１９ 2000/7/29.30 北自治会 有松 義雄 

２０ 2001/7/28.29 ハイツ自治会 黒﨑 治雄 

２１ 2002/7/27.28 北自治会 富田 雄耕 

２２ 2003/7/26.27 西自治会 福田 耕治 

２３ 2004/7/24.25 北自治会 畑島 宗之 

２４ 2005/7/23.24 プレイシア 小野 正敏 

２５ 2006/7/29.30 西自治会 福田 耕治 

２６ 2007/7/28.29 北自治会 鈴木恵美子 

２７ 2008/7/26.27 プレイシア 石野 善雄 

２８ 2009/7/25.26 東自治会 小松原敏雄 

２９ 2010/7/23.24 西自治会 福田 耕治 

３０ 2011/7/22.23 北自治会 宮田 次朗 

３１ 2012/7/21.22 プレイシア 小野 正敏 

３２ 2013/7/20.21 17B東自治会 栁井 俊男 

３３ 2014/7/19.20 19B北自治会 横山 四郎 

３４ 2015/7/18.19 20Bプレイシア 阿部  浩 

３５ 2016/7/23.24 17B西自治会 山﨑 英幹 

３６ 2017/7/22.23 19B北自治会 国分 千弘 

３７ 2018/7/21.22 20Bポレスター 扇谷 卓見 

38 2019/7/２０.２１ 17B東自治会 栁井 俊男 

＜第３９、40回はコロナ禍の為、中止＞ 

41 2022/7/23 19B北自治会 加治屋卓見 

42 2023/7/22.23 20Bプレイシア 小穴 昭廣 

▲２週間前の設営、祭典の翌日の片付

けには、毎回 200 名以上の皆様に協

力いただいて手作りのハイツまつりが

継続できています 

●設営や盆踊り、提灯付け、当日の模

擬店の役員としても中学生にボラン

ティアとして協力いただいています 

➋ 

ハ
イ
ツ
ま
つ
り 

開催日＆歴代の祭典委員長

▲東日本大震災以降は、『瑞雲中の店』

を生徒中心にカレーライスと岩泉の

飲み物の模擬店を始めました 
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【 第１回、第２回のパンフレットと思い出の写真 】  

第１回パンフレット(1982年) 

第２回パンフレット(198３年) 
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■「第 42 回ハイツまつり」は

４年ぶりにフルスペックで開

催できました。開会式後の恒

例のビンゴゲームには 2,500

人を超える皆様が参加されま

した。模擬店の新規出店も多

数あり、まさに「伝統と創造」

で盛り上がった２日間、１万人

を超える方が来場してくださ

り、大盛況のうちに終了しまし

た。  

■ウクライナから昭島に避難

している方々も「ウクライナ料

理店」を出店し、２日目には感

動を広げた“ウクライナ特別ス

テージ”がありました。 

（右写真） 

 

➋ 

ハ
イ
ツ
ま
つ
り 

【第４２回ハイツまつりのパンフレットと写真】 

これまで以上の多くの皆様と２日間楽しい祭典

となりました。今後とも続けていきましょう！ 
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■コミュニティ協議会「まちづくり昭島北」を立ち上げ 
２０１１年ハイツ祭り終了後、準備を進め、臨時総会を１１月１５日

開催し、会則と４つの専門部会設置、協議会の役割と位置づけ 
(３０ページ参照)について審議し、承認されました。 

2012 年４月１４日(土)１８時より、児童センター「ぱれっと」に
て、第 1回定期総会開催しました。北川穰一昭島市長より「昭島市として３つ目のコミ

ュニティ組織の結成を、嬉しく心強く思っています。
2011 年の東日本大震災以来の活動を始め、つつじが
丘地域の３０年以上のこれまでの積極的な活動は素晴
らしく、人間関係が希薄化している今、『まちづくり昭島
北』の取り組みに期待しています。安全安心のまちづくり
のための防災・減災に、また街の発展は健康も大事であ
ります。今後とも、自助・共助・公助を共々に一歩ずつ拡
充、発展させていきましょう」との祝辞を頂きました。 

 

■昭島市との地域課題についての協議 
自治会連合会主催の「瑞雲中校区エリアミー

ティング」が 2年毎に開催され、地域の課題に
ついて、ブロック長・自治会長が、市長・副市
長・教育長、該当の部長と共に話し合う場を持
っています。 
また、日常的な課題は随時昭島市に対して、

今後とも要望・提案してまいります。 
 

■近隣小・中学校との「地域防災安全協議会」の設置と開催 
地域での協議を拡大し、2012年７月から瑞雲

中学、つつじが丘南小、つつじが丘北小の校長

先生に参加いただき、情報交換を中心とした協

議会を設置。以来、年 2回の開催をしています。 

 

 

■小学校の登下校の安全見守りの協力 

小学校の登下校の見守り活動を、雨の日も寒い日

も、地域役員の皆様で継続して実施しています。 

 

■地域周辺の安全のための青パト運用の協力 
2013年４月から週 2回下校時間の１４～16時を中心 

に、青パト(青色回転灯装備車)で、地域全体を回っていま 

す。協力していただける方を募集しています。 

❸ 地域安全への取組み 
➌ 
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http://www.akishima-jichiren.jp/wp-content/uploads/2012/04/sityou0414.png
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 ■周辺交通環境の整備の推進 

 2012年５月１２日(土)、12月８日

(土)の両日、夕方を中心に昭島駅の西

側の交差点から、プレイシアの前までの

渋滞状況と交差点の信号、ガードレー

ルの現状を詳細に調査しました。 

歩行者の視点から安全第一の地域を目指し、６カ所の交差点（上地図）に対しガー

ドレール設置と各交差点の信号機のサイクル（周期）等の提案を、201２年１２月に昭島

市長と昭島警察署署長あてに要望書として届けました。 

その後、東京都や昭島市の担当者と現地での打ち合わせを実施し、201３年度には

Ｂ～Ｅ地点がまず改善されました。残りの“Ａ地点”は、北側にのびる道路(市道４９号

線)が新設され、同時に工事が進み、青梅線への左折ラインと直進ラインが分かれて

2014 年４月１日に開通となり、改善されました。今後とも地域周辺の安全安心の視点

から環境整備に

関して、見守っ

てまいります。 

 

 

 

 

▲要望した全ての箇所のガードレールが新設されました 

 

◀A地点の交差点が整備 

(JR昭島駅の西側の交差点) 
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■2011.2.12 防災リーダー研修会  講師：市民防災研究所 岡島 醇氏 

・テーマは「高層住宅の減災対策」で公民館にて実施しました。 

・発生後の時間帯で①命を守る ②家族と住まいを守る ③近隣を

守る ④暮らしを守る の４つに分けわかりやすい研修会でした。 

★終了後の打ち合わせで、２０１１年９月２５日にまちづくり昭島とし

て初めての合同防災訓練を実施することにしました。 
 
■2011.6.26 立川断層・防災講演会 講師：首都大学東京教授 山崎晴雄氏 

・市民会館大ホールにて、地域住民の不安の「立川断層」と「家具転倒防止」についての講演

会を実施し、1120名の地域の皆さんが集いました。 

・初めに「家具転倒防止って、どのようにするのか？」を昭島消防

署の小峰係長から説明がありました。 

・次に、山崎教授から「立川断層は動くのか・地震を知り正しく恐

れよう」の講演があり、その中で「昭島は多摩川の段丘(台地)

の上に発展した町で、地盤は良好で地震動には強い。しかし、

関東大震災当時とは住宅環境などが大きく変化しているので、

火災と家具転倒防止に対する対応が最も重要である」とのアドバイスをいただきました。 
 
■2011.9 「安否確認ステッカー」を作成し、全世帯に配布 

・避難確認対策として協議の結果、災害発生時に全世帯が玄関ドアに貼って、状況を告知

するためのステッカーを東京都地域の発展事業助成金を活用し、地域の全家庭に配布し

ました。 

災害時・訓練時 

●室内に残っていた人 

が無事の場合に貼る 

災害時・訓練時 

●手助けが必要な方が

室内にいる場合に貼る 

 
■2011.9.25 第１回地域合同防災訓練 
・これまで自治会別に実施していた防災訓練を初

めて、地域全体での同日同時間開催しました。 

・９時から開始し、家庭で「安否確認ステッカー」を

玄関ドアに貼り→号棟の下に集合→瑞雲中学校

に棟別に避難移動する訓練です。 

・救出救助班は全世帯の「安否確認ステッカー」の

装着状況を確認し、70％以上の世帯で貼っていました。その際、災害時要援護申請の方

への声かけも実施しました。 

・瑞雲中学校のグランドに1,500名が集まり、“自助・共助の重要性”を確認しました。 

 

※訓練後に瑞雲中学の校長から、「来年の訓練には是非中学生も参加させたい」との要望

があり、２０１３年度から瑞雲中学生徒の訓練がはじまりました。 

                       ➍地域防災の取り組み   災害時、死者ゼロ目指しての活動記録 

 

■偶数号室 
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■2013.9.29 第２回地域合同防災訓練  講師：野村 勝氏 
・瑞雲中学と地域との初めて本格的な合同防災訓練となりました。 

・瑞雲中学生徒全員が参加し、安否確認班・救出救助班・給水給食班の係

を3名で作り、担当役員と号棟での活動を共に行いました。 

・“防災の担い手”の中学生には、現場での体験訓練となりました。 

・全体集会では瑞雲中学校庭に2,500名が集い、阪神・淡路大震災の際、

消防士として消火活動された野村勝氏

（神戸市永田町在住）より、震災時の

生々しい実体験を話して頂きました。 

・東京新聞は、本誌の表紙右上の航空

写真を掲載し訓練を紹介されました。 

右記事は毎日新聞の掲載記事です。 

 
 

■2014.6.29 防災講演会 講師：防災・危機アドバイザー  山村 武彦氏      

・市民会館大ホールにて、まちづくり昭島北主催で開催しました。 

・テーマは『「互近助(お互いに助け合う)」と「防災隣組」』です。 

・講演の主な内容は、①新潟地震５０年、②次の大地震はカウン 

トダウンが始まっている？ ③「逃げる・守る防災」プラス「安全な

場所に住む・災害を迎え撃つ防災」、④目からウロコの防災新常

識、⑤互近助(ごきんじょ)付き合いで、ずっと住みたいまちづく

り、⑥関東大震災の奇跡「町を守り抜いた人々」、⑦災害現場の 

「ちょっといい話」でした。それ以降もいろいろアドバイスを頂いております。 

 

■2014.9.28 第３回地域合同防災訓練   
・瑞雲中生徒との第２回目の訓練を実施しました。 

・瑞雲中学校校区の１１自治会全てが揃って参加し、本格的な中学と地域の広域訓練となり

ました。中学生は一度中学に集い、そこから自宅のある自治会の訓練に向かいました。 

・各種の訓練後、つつじが丘公園でスタンドパイプ訓練も体験しました。 

 

■2015.2.21 第１回防災隣組全体役員会   
・公民館小ホールにて、“平時は見守り・災害時は安否確認”のた

めに取り組んでいる各自治会の防災隣組 120名役員が初めて

集い、交流しました。 

 

■2015.9.27 第４回地域合同防災訓練   
・瑞雲中生徒との第３回目の訓練を実施しました。 

・中学生と一緒に安否確認を中心に活動をしました。参加世帯は ５５％、

ステッカーの貼付は８８％で、前年より向上しました。 

・震災後、15分以内に安否確認を実施し、ご近所の皆様の命を守ること

のできる地域を皆で目指すための第一歩となりました。 

・地域間の連携の為、トランシーバーの配備を始めました。 
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■2016.7.10 防災・危機アドバイザーの山村武彦氏との懇談会 
・到着後すぐ防災施設を視察後、自治会・管理組合の役員の皆

様と地域防災についての懇談会を開催しました。 

・防災隣組の構築の発案者の山村武彦氏にこの地域の防災隣

組活動の現状を地域別に報告しました。 

・山村武彦氏から団地内を視察して、建物の構造がしっかりして

いること等の感想がありました。 

・その後多くの質問に一つ一つ丁寧に答えて頂きました。 

・山村武彦氏には 2000箇所以上の現地調査をされた実績か

ら様々なアドバイスを頂戴しました。 

・今後の地域防災の備えに活かしていきたいと思います。 
 
 

■2016.9.24 第５回地域合同防災訓練   
・瑞雲中生徒との第４回目の訓練を実施しました。 

・みんなで自治会の指定する一時避難所に集まり、中学生は自宅

のある自治会の訓練に参加し一緒に安否確認活動をしました。 

・東京消防庁からの取材もあり、昭島市総務部長や市民防災研

究所理事の池上三喜子さんも訓練をはじめから視察後、役員会では講評もいただきました。 
 
 

■2017.9.28 第６回地域合同防災訓練   
・瑞雲中生徒との第５回目の訓練を実施しました。 

・東と西自治会は、6号棟ショッピングプラザの通路にて消防署

や消防団の協力で、三角巾使用法を学びました。 

・北自治会は、安否確認終了後、棟別に三角巾訓練しその後小

学校の体育館への避難訓練を実施しました。 

・ポレスター昭島自治会は、初めての防災訓練。避難訓練、消火

器訓練、AED講習等を無事実施できました。訓練を通して住

居者の防災意識の向上とともに近隣住居者との Face to 

Face(向かい合って）の交流を図ることができました。 
   
■防災関係表彰 授賞団体 

2014.1.20 第 10 回地域の防火防災功労賞 理事長賞 まちづくり昭島北 

2014.4.20 東京都防災隣組認定受賞 第三回認定 NO.03032 まちづくり昭島北 

2016.1.22 第 12 回地域の防火防災功労賞 優秀賞(消防方面本部長賞) 自治連 17.19.20.15B 

2017.1.19 第 13 回地域の防火防災功労賞 最優秀賞(消防総監賞) つつじが丘北自治会 

＆北住宅管理組合 2017.3. 1 第 21 回防災まちづくり大賞 総務大臣賞 
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「互近助の心」 
防災・危機管理アドバイザー  

山村 武彦  

人間には「自分だけは大丈夫」と期待する心理があります。それは

「正常性バイアス」によるものと言われています。バイアスとは、「思

い込み・偏見」のことです。一方で、そのバイアスには心の安定機能

もあります。小さな事に反応し続けていると心が疲れてしまうので、

影響が少ない事であれば、これは大したことではなく「正常の範囲」

と判断・納得し、日常の不安や心配を減らす働きをします。 

しかし、誤ったバイアスにとらわれると、重大なリスクを無視したり、過小評価してしま

います。例えば、火災報知器のベルが鳴っても確認せず、「点検でしょう」とか「誤作動

だろう」などと決めつけ、すぐに行動を起こさないのです。もし、本当の火災だったら

逃げ遅れるかもしれません。 

向こう３０年以内の発生確率が７０％の首都直下地震は、いつ起きても不思議では

ありません。小さな揺れを感じた時、緊急地震速報が鳴った時、目の前に火があれば

すぐに火を消し、安全な場所への退避や玄関ドアを開け避難路確保等、普段から安

全習慣があれば誤ったバイアスは払しょくできます。 

そして安全が確認できた元気な人は、バイアスにとらわれているかもしれない隣人

に声をかけます。必要ならほかの人にも協力を求めます。身体が不自由になれば、誰

でも支えられる側になります。元気なうちは、できる範囲で支える側になっておきまし

ょう。それが同じ時代、同じ地域で生きる者同士が支え合う「互近助の心」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

   

 

 
 

■ 「ずっと住みたいまちには『互近助』がある！」      （201６年 1月） 

・首都直下地震なども懸念され、日本も決して安全な国ではありません。しかし、いざという時は

みんなで助け合うことができる国です。絶対安全ではありませんが、安心できる国なのです。 

・自分や家族の命は自分で守り、隣人の命を守ることができるのも自分たちです。 

・同じ時代、同じ地域「つつじが丘ハイツ北住宅」で暮らす者同士、運命共同体であり、同じ敵

（災害）と闘う戦友です。この防災マニュアルを活用し、互いに近くで助け合う「互近助（ごきん

じょ）」の力がさらに進めば、これからもずっと住みたいまちになるのです。 

■  「大切な居場所」                            （201８年３月）  

・貧しくても心豊かな普通の生活。平凡でもそこがかけがえのないそれぞれの居場所なのです。

自分ひとりの力で生きていると思っているけれど、実は陰に陽に家族、隣人、社会に支えられて

生きているのです。 

・もしかしたら、そういう当たり前のことが幸福というものなのかもしれません。 

・だからこそ、災害なんぞで死んではいけないのです、死なせてはいけないのです。 

・悔いのないように、普段から家族や隣人を大事にすること。そして、大切な居場所を守るために

準備し互いに近くで助け合う「互近助」と「防災隣組」が重要です。 
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【防災・危機管理アドバイザー 山村武彦氏からのメッセージ】 



コミュニティ協議会「まちづくり昭島北」 15 １２年の歩み 

 

 
 

近年、被害を伴う地震が多数発生し、日本

全国どこでも地震被害にあう可能性がありま

す。1995年阪神・淡路大震災以降、活断層

型に加えて海溝型、火山性も含めて人的被

害を伴う震度 6弱以上の地震が地方都市を

中心に発生し続けています。 

 近年の震災で私たちの地域として学ぶ地と

して“神戸”を選び、201７年 1月 17、18日兵庫県の神戸と加古川を訪問し、その当時

の現状や復興活動について多くの皆様のお話を聞いてきました。 

 

【報告❶】 神戸市での“ひょうご安全の日”の追悼式典に参加しました。 

テーマ「-1.17は忘れない-『伝える・備える・活かす』」の集いでの子ども達の

スピーチに心打たれましたので紹介します。 

●小）６年生・女子… 阪神・淡路大震災についてさまざまな学習をしてきました。倒れた建物や高速

道路、燃え上がる街。多くの家や生活、そして命を奪いました。大きな悲しみの中、得たものもあること

を知りました。それは人と協力する大切さ、命の尊さ、決して諦めない強い心。人と人との絆が復興に

つながっていったことです。次代へ伝えていくために、私たちができること。それは「忘れ

ないこと」。学んだことを生活に生かしていくことだと思います。困っている人に優しくし

たい。人の役に立つことをしたい。どんなことにも諦めずに挑戦したい。家族や友達、地

域とのつながりを大切にし、防災・減災に努め、未来へ力強く生きていきます。 

●中）２年生・男子… 阪神・淡路大震災は街を一瞬にして破壊し、多くの人々の命を奪いました。私

たちはこの大震災を経験していませんが、震災学習を通し多くの大切なことを学びました。それは命

の大切さ、絆の大切さ、助け合うことの大切さです。震災で多くの人が亡くなり、大きな

被害を受けました。その中で「がんばろう神戸」を合言葉に強い気持ちで復興に向け、一

歩ずつ歩んだ教訓があります。 

深い悲しみから立ち上がろうとした方々のおかげで今日の神戸があります。私たちは

生まれ変わった神戸の街で生かされています。震災の教訓を生かし、地震が起きても被

害を少なくできるように私たちの世代が防災・減災を学び、伝え続けることを誓います。 

●高）３年生・女子… さまざまな方から「思い出すことはつらくて苦しいけれど、忘れて

はいけない」と聞きました。この街には３種類の人がいると思います。 
①震災を経験し次の世代へと語り継ぎ、備えに生かそうとしてくれている人 

②「もうあんな大きな災害には遭わないだろう」と思っている人 

③私のように震災を経験していない人 

 災害はまた必ずやってきます。大切な人・もの・場所・時間を奪われること。誰一人としてそんな経験

をしてほしくありません。私は未来の災害に備えるために語り継いでいきます。自分の住む街だけで

なく、大きな災害を経験していない「未災地」でも、「命を守る防災教育」を広げたいと思います。 
 

その後『人と防災未来センター』の資料室に行き、今後の地域防災に関係する資料を

収集してきました。センターは大震災の経験と教訓を後世に継承し、国内外の災害によ

る被害の軽減に貢献する施設で、神戸を訪問した際はお勧めします。 

【阪神・淡路大震災から２２年経過した神戸、加古川を訪問】 
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【報告❷】 新長田駅北地区の東部地域は、古い木

造住宅が集中しており地震による広範囲な倒壊等

により集中的な被害を受け、建物の全半壊・全焼

率８０％という地域です。 

●新長田駅で待っていてくれた方は「細田神楽ま

ちづくり協議会」会長であり、3年前瑞雲中での防

災訓練の際、神戸で当時、神戸・淡路大震災時消

防士だった講師の野村勝氏です。3年ぶりの再会

となりました。新長田駅南口からスタートし、被災した時の写真パネルで一箇所一箇

所どのように復興していったか、当時の模様と復興への苦労話をお聞きしました。 

●野村さんは「発災時、消防士としての使命感、責任感で消火活動をした日々の思

い、5カ月後に“まちづくり協議会”を立ち上げ、震災後の地域復興に全力で奔走

され多くの課題があったが、➀公共の全てを行政には任せてはいけない。➁地域

住民の自覚と責任能力を高めていかなければならない。③市民主体の社会を目

指すこと」など熱く語ってくれ、その後地域の皆様から、当時の模様を聞く機会を得

ました。「発災後、窓を開けたら周りの家がほとんどつぶれていた」「倒壊した家から

救出したくても重機がないので、学校に行きテントのポー

ルを持ってきて、屋根に穴をあけて助け出した」「普段か

らお付き合いしている人から救出していった」などのお話

を聞くことができ、いかに平時のご近所付き合いが大事

か！と「災害はいつかやってくる！でもまさか今日だった

とは！」の言葉を思い出す神戸市長田町の訪問でした。 

 

【報告➌】 最後に、加古川市の加古川グリーンシティを訪問し

ました。「加古川グリーンシティ防災会」は全国的にも先駆的

なマンション防災の取組みをしている防災会です。 

7棟・584世帯の全住民が参加する防災組織で、広報誌や

コミュニティ放送等の情報提供設備を構築、住民参加型の防災

活動行事など、子どもから大人まで参加した多彩な取組み、連

絡体制の整備や防災井戸設置など地域防災力の向上、防災意

識の普及活動を日常的に大西賞典防災部会長(写真)中心に実施されていました。 

防災会は、マンションは近所付き合いが薄いのが最大の問題で、どうすれば仲間

を増やし、みんなが防災活動に取り組むことができるようになるかを考え「楽しく防災

活動をやろう」のテーマで、多彩なアイデアで仲間づくり事例を多く紹介していただき

ました。敷地内に独自に 2つの井戸を設置していました。「ひとづく

り、ひとのつながり」と「楽しく防災活動をやろう」を目標に取組みを

成功されていました。 現在の加古川グリーンシティ防災会取り組みは

右の QR コードで確認できます。是非ご覧ください。 
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2017年１１月５～７日に２泊３日で宮城と岩手を訪問しました。１１月５日は世界津波

の日でした。 事前に各地域で震災後復興活動をされている方と連絡を取り、被災地を

順に回りました。それぞれの地では、地域の皆様と共に復興への詳細な活動をお聞きで

き、『真実と教訓は現場にあり』との訪問となりました。 

【宮城県】 

石巻市 

＜仙台からレンタカーで移動＞ 

➊「がんばろう石巻」看板、資料館を見学 

（看板設置者の黒澤健一氏と連携） 

南三陸 ➋南三陸さんさん商店街・昼食＜南三陸キラキラ丼＞ 

 

➌防災対策庁舎 

※遠くからの見学でした 

 

➍三陸ポータルセンター 

 

➎モアイ像 

 

➏志津川 

中学校 

   ※校庭は全て避難者用のプレハブでした 

校庭の掲示物（上写真）が心に残りました 

➐南三陸ホテル観洋 女将：阿部憲子さん 

（山村武彦氏の紹介） 

※被災直後から多くの皆様をホテルに受け入れ 

ご自宅も常に屋上を開放して今回も多くの方が助かった 

【岩手県】 

陸前高田市 

➑広田・田谷地区集団移転協議会 

事務局長 村上俊之氏 

〇奇跡の一本松 見学 

釜石市 市内を視察後、昼食＜釜石ラーメン＞ 

大槌町 ➒安渡町内会長：佐々木慶一氏 

中央公民館安渡分・避難ホール 

(防災都市計画研究所所長  

吉川忠寛氏の紹介) 

岩泉町 〇 甚大な被害の浄土ヶ浜、龍泉洞 見学 

➓安家地区災害復旧状況の説明 

⓫台風犠牲の「乙茂地区」 

・グループホームらんらん 

・岩泉球場 

・岩泉乳業ヨーグルト工場 
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【東日本大震災から“６年半”経過した宮城・岩手を訪問】 
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２０１９年６月２４、２５日に２０名で東京都と昭島市の宿泊補助金を活用し、第３回目

の被災地応援ツアーを実施し、初めに福島県の飯舘村役場に向かいました。 

  ＜被災地訪問 ２日間行程＞ 

１日目 

〇飯舘村 道の駅「まてい館」 

➊ 飯舘村役場・菅野村長表敬訪問  

❷ 相馬市復興視察 

２日目 

➌特定廃棄物埋立情報館「リプルンふくしま」＋➍関連施設 

➎東京電力・廃炉資料館 

➏「ナショナルトレーニングセンターJ ヴィレッジ」 

❶ 飯舘村役場・菅野典雄村長 訪問 ＜村長からの貴重なお話(要旨)＞  

・マイナスをプラスにする   ・物事を柔軟に考えていく 

・バランス感覚を持つ      

・大人を褒めよう ▶︎人は一生育つ   

・ずーっと続く絆を作ろう          

・生年月日を捨てましょう ▶︎みんなで若い服を着てこよう 

・3/11を「当たり前をありがとうと思う日」に！ 

・これからの復興に何が必要か ▶︎「心のシェア」ではないか！ 

・堤防建設で海が見えなくなった 

▶︎いざ用に幅広の道路を作った方が良いのではないか！ 

・心のケアをどうするか？豊かな国になってきたが努力や我慢がなくなってきた 

・達成感を味わうことが大事 

・「おてんとうさんが見ているぞ」の言葉も、通じなくなってきている 

・心のシェアというものを、次の世代につないで行かないといけない！ 

・「国民のことを考えるのは政治家、次の選挙のことを考えるのは政治屋」という 

言葉を紹介 

 
 

 

 

 

 

 

 

      飯舘村の 

     イイタネちゃん                菅野村長との記念撮影 

【東日本大震災で全村民が避難した「飯舘村」を訪問】 
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➋ 相馬市復興視察（復興視察ツアー） 

相馬市観光協会から東日

本大震災発生当時の相馬市

の被害状況や発生からこれ

までに行った事業の映像を

交えながら説明があり、被

害の大きかった沿岸部、新たに建築された復興施設を語

り部の方から案内して頂きました。 

➌ 特定廃棄物埋立情報館「リプルンふくしま」   

・放射性物質に汚染された

ごみの埋め立て処分につ

いて学べる体験型の環境

省の情報館でした。 

・特定廃棄物の埋め立て処

分事業の概要や必要性、

安全対策、 進捗状況などについて「動かし」「さわり」

「遊び」ながら、「知る」ことができました。 

・双葉郡富岡町大字上郡山字太田 526-7 

❹ 特定廃棄物埋立処分施設 

・ 「 リ プ ル ン ふ く し ま 」 の 関                         

連施設で、放射性物質に汚染

されたごみの埋め立て処分

地を視察しました。 

・双葉郡楢葉町上繁岡山根 

➎ 東京電力・廃炉資料館 

・福島原子力事故の事実と廃炉事業の現状等を確認できる。 

・双葉郡富岡町大字小浜字中央３７８   

➏ 「ナショナルトレーニングセンターJヴィレッジ」 

・2020 年東京五輪の聖火リレーのスタート地になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

◀ 最後に、塩屋崎灯台と小名浜漁港により昭島に戻りました。 

 

【東日本大震災から８年経過した「福島県」を訪問】 
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➎ 

➏ 

➍の施設から、福島第２原発

がよく見えました 
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「まちづくり昭島北」設立１０周年記念として釜石徹

氏の防災講演会『新しい生活様式におけるマンショ

ン防災の新常識』は、コロナ禍に伴い中止とし、２０２

１年９月５日に３密を避け、自治会長と組合理事長等

の少人数での開催とし映像に残すことにしました。講

師の釜石氏は「マンション防災の新常識」の出版や、

マンション防災士を名のり、マンション特有の防災対

策の研究を長年続けています。現在も各地のマンシ 

          ョン等で講演活動をされています。 

■「防災講演の資料」配付＆「動画」配信を実施   

●当日の講演内容を冊子 16ページ（右図）にまとめ、２０２１

年９月に各家庭と瑞雲中学生全員に１冊お届けしました。 

●この年の防災訓練は、コロナ禍で３密を避けるために、役 

 員のみ訓練に参加とし、住民の皆様にはご自宅でこの講演 

 会をご覧いただくことにしました。 

●「ポリ袋調理」方法（右図）を学びました。 

●講演内容を動画映像でも観られるように

“YouTube”にアップしています。 

パソコンやスマホの検索欄にご覧になりた

い赤字のタイトルを入力し、検索ボタンを

押してください。マホの方は、右端の QR

コードを読み取れば、簡単に観られます。

各章、２０分程度です。 

防災講演の動画映像＜４分割＞ PC,スマホ で入力➡ 検索 QR 検索 

➊ 
第1章 防災対策の目的と方針 

第2章 災害の種類と被害想定 
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➋ 
第3章 地震による長期停電被害 

第4章 災害から身を守る対策 

まちづくり昭島北防災講演 2 

 

 

 

➌ 第５章 食事・水・トイレの備え 

まちづくり昭島北防災講演 3 

 

 

 

➍ 第６章 マンションでの備え方 

まちづくり昭島北防災講演 4 
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【 新しい生活様式におけるマンション防災の新常識／講演会 】 

まちづくり昭島北防災講演３ 

まちづくり昭島北防災講演４ 

まちづくり昭島北防災講演１ 

まちづくり昭島北防災講演２ 
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■つつじ発・日帰りの旅で“あきしまくじら”を特別見学！ 

●2017年６月２１日(水)につつじが丘発着の日帰りバスの旅を企画し、昭和３６年（１９

６１年）に JR八高線多摩川鉄橋下で発掘され、群馬県の施設に保管されている「あ

きしまくじら」を特別に見学しました。今は、アキシマエンシスの図書館の入口ホール

の天井に 16.5ｍの大きさのレプリカが常設されています。また、実物の一部は郷土

資料室に展示されていますのでご覧ください。 

●「昭島市とくじらとの関係を知ることが出来た」「企画を知ってなんとしても参加したか

った」「あきしまくじらを昭島の地に戻したいとの気持ちが強くなった」「悠久の歴史を

感じながら対面していました」「来てよかった」など感想を頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
■おやじの地域デビューを目指し「男の料理教室」を開催   

【第１回目】 201６年１１月１３日… 「ご飯・味噌汁づくりの基本を学ぶ」（武蔵野会館） 

【第２回目】 201７年１２月 ２日… 「鮭の酒のカス汁づくりを学ぶ」（公民館３階） 
【第３回目】 201８年１２月 １日… 「そば打ちを学ぶ」(あいぽっく) 

 

 

 

 

 

❺ コミュニティの取り組み バス旅行・男の料理教室・運動会 
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【第４回目】 201９年１２月 1５日…「うどん打ちを学ぶ」（武蔵野会館） 

【第５回目】 20２４年 ２月１２日…「チキンのトマト煮づくりを学ぶ」（公民館３階） 

 

 

 

 

 

           

■つつじが丘小地区「ブロック運動会」開催 

つつじが丘小学校地区の自治

会連合会の 17、19、20 ブロッ

ク役員等の実行委員会で運営

し、地域の皆様との交流と親睦

を目的に、経費は昭島市の委

託金で実施しています。 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

➎ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り
組
み 

 
 
 

ブ
ロ
ッ
ク
運
動
会 

20ブロック 

１７ブロック 

１９ブロック 
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【第➊回 2014.3.11】 
●コースは、昭島市民会館 ＩＨＩ資料館 フォレ

スト・イン昭和館庭園 フォスター電機展示場

で、移動しながら、開発が進む道路や施設の

進展状況や、交差点のガードレール等の改善

の確認をしました。 

●昼食後、３年目の３.１１の自分の思いを語り合

いました。水と緑の昭島のまちの四季を楽しみながら、3.11を忘れない！を継続しな

がら、周辺地域を訪ねて“昭島を知る”活動を今後とも実施する第一歩となりました。 

 

【第➋回 2015.3.11】 
●つつじが丘公園に集合し今回のスケジュールは 

①まちづくり昭島北防災倉庫・見学 

②昭島市水道局(朝日町)見学、 

③3.11DVD+講話 昭島消防署‣齋藤警防課長 

④3.11あの日を忘れない！対話集会 

●震災時の“水対策”を学びました。 

 朝日町の水道局にて、昭島の水について 

 詳しく教えていただきました。 

●後半はつつじが丘７号棟集会所で昭島 

消防署の警防課長から、震災時の減災 

のポイントを学びました。 

●参加者で“３.１１あの日を忘れない”震災 

から４年目の各自の思いを語り合い 

14時 46分に黙とうし解散しました。 

 

 
【第➌回 2016.3.11】 
●コースは、➀昭島水道局中央配水所(つつじが丘公園地下)→②国分物流センター

→③そうしん＆三多摩市場→➃ケンちゃん餃子の順に歩きました。 

●昼食後、つつじが丘 7号棟集 

会所で「3.11あの日を忘れな

い！対話集会」を参加者で実施

しました。震災の翌日の新聞を

読みながら語り合い 14時 46

分に黙とうし解散しました。 

 

➏ 3.11 を忘れない！「まち歩き」 
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【第➍回 2017.3.11】 
●第一部は９時から➀東京西の森歯科衛生士専門学校内

の施設の見学と学校説明をうけ、次に➁昭島消防署で開

催中の「あきしま消防フェア」を見学し、臼井市長、昭島消

防署長と参加者で記念撮影、次は➂地域包括支援センタ

ー・特別養護老人ホーム「ハピネス昭和の森」を訪問し施

設を見学しました。 

●第二部『地域の防災・減災を語ろう』では、①つつじが丘北地域の取組みの紹介、

➁1.17 神戸・18 加古川訪問報告、その後、みんなで語ろう！「自分たちのまちは、

自分たちで守るた

め に 〇 〇 が 必

要！」をテーマに

参加者全員が、防

災の取組みにつ

いて語ってくれま

した。１４時 46 分

に黙とうし、解散し

ました。 

 
 
【第➎回 2018.3.11】 
●９時に集合し、中央配水場を見学。災害時一番大事な
飲料水確保ですので、日曜日でしたが、昭島市水道部
のご厚意で地下の施設を詳細に説明して頂きました。 

●次に、日本クリケット協会の方と地元の中学生の選手と
保護者も来ていただき、世界でサッカーの次に競技人
口の多いクリケットを皆で体験しました。中学生の投げ
る球を真剣に打ち返しての実技を楽しみました。その後
「ハピネス昭和の森」に移動してクリケットのルール等の
説明を受けました。 

●昼食後に、役員有志で昨年 11月に宮城・岩手を視察
訪問した際の報告を映像で説明しました。 
その後参加者から一言ずつ発言があり、14時 46分に
黙とうし、解散しました。 
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【第➏回 2019.3.11】 

➊９時に集合し、準備体操し出発しました。 

➋モリパークアウトドアヴィレッジのクライミ 

ングの「PLAY」の、スピード（クライミング 

専用ウォール）、リード、PLAY クライミン 

グジム＆ヨガスタジオの説明と見学 

➌栗田工業ラグビー部のグラウンド見学 

➍LOGWAY BESS多摩・見学 

➎ハピネス昭和の森 到着後、施設見学 （食事） 

➏講演「自然と調和した まちづくり“昭和の森”」昭和飛行機工業の秘書室長（当時） 

その後参加者から一言ずつ発言があり、14時 46分に黙とうし、解散しました。 
 

 

 

 

 

 

 
 

【第➐回 ～ 第➒回  コロナ禍に伴い中止】 

【第➓回 2023.3.11】 

今回は、コロナ渦中のため、役員のみで実施しました。 
つつじが丘公園集合・挨拶・準備体操後に 
➊中央配水所脇、「応急給水栓」の見学        
➋KOTORIホール前広場のマンホールトイレ見学  
➌栗田工業〈クリタイノベーションハブ〉・施設見学      
➍フォレスト・イン昭和館・武藤順九彫刻園 散策 
１６号棟集会所にて昼食後、防災研修・黙とう・解散 
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【第⓫回 2024.3.11】 
アキシマエンシスに集合し、記念撮

影後、９時３０分から３グループに分か

れて、図書館内の各箇所の施設の説明

をしていただきました。その後、フォレ

スト・イン昭和館の北側のハピネス昭和

の森に移動（徒歩又は自転車）しました。天気も良く暖かな日でした。 

到着後、岡島醇氏（元市民防災研究所事務局長）より「平成と令和の能

登半島地震を考える」と題して、ユニークな話術で命を守るお話でした。 

昼食後、山崎晴雄氏（首都大学東京・名誉教授）より「立川断層研究の

現状」の貴重な話があり、能登半島に２度訪問された雨倉寿久氏からも現

地の紹介がありました。14時 46分に黙とうし、解散しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

■「はるかのひまわり絆プロジェクト」に参画 

●『はるかのひまわり絆プロジェクト』とは、阪神・淡路大震

災の際、自宅の倒壊ではるかちゃんは亡くなりその夏、家が

あった場所から大きなひまわりが咲き、それを近所の人が「は

るかちゃんのひまわり」と呼びました。「はるかのひまわり」を

育て採取した種を配布する過程で由来を伝え、災害の悲惨さ

と共に命の尊さを再考する機会とする事で、「人の尊厳」と

「人との関わりの大切さ」を知る感性豊かな地域社会を醸成

する事を目的としてます。下のQRコードでご覧ください。 

●２０２３年５月に種を入手し、プランタンや土等を購入し、種を

植えました。多くに皆様のご尽力により、無事に７月のハイツ

まつり会場に展示して皆様に紹介できました。 
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〈資料

（名 称） 

第１条  本会は「まちづくり昭島北」と称し、事務所を

事務局長自宅に置く。 

（構 成） 

第２条  地域は、昭島市自治会連合会の第17、19、

20ブロック及びその周辺を対象とする。 

２．構成団体は、自治会、管理組合及び店舗会とす

る。 

３．本会に入会を希望する団体は、入会届を委員長

宛に提出し、幹事会にて承認し総会並びに評議委

員会に報告する。 

４．入会希望の団体が総会等の正式決定前の場合

は、オブザーバーとして、委員長の求めにより総会

等に出席することが出来る。 

（目 的） 

第３条  本会は、地域の住民相互の交流と親睦を図

り、共通の利益の増進、生活環境と自然環境 の保

持・改善に努力し、文化・福祉の向上と豊かで住み

やすいまちづくりに寄与することを目的とする。 

（事 業） 

第４条  本会は前条の目的を達成するため次のこと

を行う。 

(１)まちづくり昭島北全域にわたるコミュニティ活動に

関すること。 

(２)その目的達成に必要な事項に関すること。 

（役員及び監査の構成） 

第５条  会務執行のために、次の役員及び監査を置

く。 

委員長 １名 

副委員長 若干名 

事務局長 １名 

会 計 ２名 

監 査 ２名 

２．必要に応じ相談役と顧問を若干名置くことがで

き、幹事会で協議し委員長が委託する。 

相談役は本会委員長経験者、顧問はブロック長経

験者とし、任期は1年とし総会で報告する。 

３．役員及び、監査は幹事会、評議委員会の中から選

出される。 

４．役員及び監査は、評議委員会で互選し、総会で承

認されるものとする。 

（役員及び監査の任務） 

第６条  役員及び監査の任務は次の通りとする。 

(１)委員長は本会を代表し会務を総括する。 

(２)副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故あ

る時は、その職務を代行する。 

(３)事務局長は庶務を担当し、各種会合の準備、

運営にあたる。 

(４)会計は会計事務を担当する。 

(５)監査は会計監査を行い、その結果を総会に報

告する。 

(６)相談役、顧問は委員長から依頼された諸事項

を対応する。 

（組 織） 

第７条  本会はその運営のため幹事、評議委員を置

き、総会、幹事会及び評議委員会を開催する。また

事業達成のため必要な専門部会を置くことができ

る。 

（総 会） 

第８条  定期総会は年１回４月に開催し、臨時総会

は必要に応じて委員長が招集する。 

第９条  総会は役員、幹事、評議委員及び専門部会

の部長で構成し次の事項を審議し、決定する。 

(１)報告（事業・決算・監査） 

(２)計画（事業・予算） 

(３)役員及び監査の承認 

(４)会則に関すること 

(５)その他提案された事項 

第１０条  総会の成立は構成員の２分の１以上の出席

とし、議事は出席者の過半数をもって決する。 

（幹事会） 

第１１条  幹事会は構成団体より推薦された幹事を

もって構成する。 

２．幹事は、自治会はブロック長と自治会長又は副会

長、管理組合は理事長又は副理事長、 店舗会は

店舗会長とする。 

３．幹事会に、会計、監査、相談役は参加することがで

きる。また、委員長が認めたものを参加させること

資
料
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ができる。 

４．幹事会の議事は出席幹事の過半数をもって決す

る。 

５．幹事会は、必要が生じた場合、委員長が招集す

る。 

（評議委員会） 

第１２条  評議委員会は各種団体より推薦された委

員をもって構成する。  

２．評議委員会は、原則として年２回開催し必要が生

じた場合、委員長が招集する。 

３．評議委員会は、総会に提案すべきこと運営及び活

動に関し必要なことを審議する。 

４．評議委員会の構成員は次の者とする。 

(１)自治会連合会 第１７、１９、２０ブロック長 

(２)構成団体の自治会長、管理組合理事長、 

店舗会会長 

(３)学校関係瑞雲中・つつじが丘小  

代表各１名 

(４)ウイズユース関係瑞雲中・つつじが丘小 

代表各1名 

(５)PTA関係瑞雲中・つつじが丘小  

代表各１名 

(６)子ども会関係      東西・北・プレイシア

代表各１名 

(７)シニアクラブ関係   東西・北２・プレイシア

代表各１名 

(８)民生・児童委員代表１名 

(９)周辺企業、各種団体代表数名 

(10)昭島交通安全協会代表１名 

(11)昭島防犯協会代表１名 

(12)本会の趣旨に賛同し活動実績を有する 

団体 

(13)その他、本会の事業推進のため必要と認

めた人 

（専門部会） 

第１３条  本会の事業を円滑に行うために専門部会

を置き、協力委員で運営する。 

２．専門部会の委員は、自治会、管理組合役員と地域

住民に公募し構成する。 

3．専門部会の設置は、幹事会で協議し、評議委員会

にて承認後とする。 

４．活動は、年間活動計画に従い実施する。新しい取り 

組みについては事前に委員長に報告する。 

５．オブザーバー参加団体でも本人の希望がある場

合は、本会の専門部会の委員になることが出来る。 

（役員、幹事、評議委員及び専門部会の委員の任期） 

第１４条 全ての委員の任期は1年とする。ただし再選

を妨げない。補欠により就任した場合の任期は、前

任者の残存期間とする。 

(役員、幹事、評議委員及び専門部会の委員の権利

停止及び除名） 

第１５条 委員が、本会の名誉を傷つけ会則に反する

行為があった場合は、幹事会の決定により、 期間

を定めて当該構成員の権利の行使を停止又は除

名することが出来る。 

（会 計） 

第１６条 本会の会計は、昭島市からの補助金及び所

属団体からの運営分担金、又それらの利息 をもっ

て充てる。 

２．ハイツまつりの年度を跨ぐ繰越金や積立金の管理

を行うことができる。 

第１７条 本会の会計年度は、４月１日に始まり翌年の

３月３１日をもって終わる。 

（雑則）   

第１８条 この会則に定めるもののほか、本会の運営

に必要な規則等に関しては、幹事会で定める。 

 

（附則）本会則は、2011年 ８月２０日より施行する。 

（附則）本会則は、2011年 1１月 1５日より施行する。 

（附則）本会則は、201３年 ４月１４日より施行する。 

（附則）本会則は、201６年 ４月 ９日より施行する。 

（附則）本会則は、201７年 ４月 ８日より施行する。 

（附則）本会則は、20２２年 ５月２０日より施行する。 

（附則）本会則は、202３年 ４月 ８日より施行する。 
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資料❷ 「まちづくり昭島北」 組織構成図 

◎構成団体は、自治会・管理組合・店舗会

◎企業には評議委員としての活動を依頼

・総会は、４月に開催する。

　 ・幹事会/評議委員会のメンバーと専門部長が出席し審議する。

・専門部員も出席し審議を見守る。

・臨時総会は、会則に則り、必要に応じて開催する。

  ブロック長（正副）、自治会長

  管理組合代表、店舗会長、事務局長

自治会、管理組合、各種団体

瑞雲中、つつじが丘小

　 周辺企業などで構成

・年２回開催予定

・地域防災の取りまとめ

・合同防災訓練計画

・地域活性化の諸行事

・関係諸団体との交流

・安全安心活動の統括

・つつじが丘小見守り推進

各自治会・組合役員や地域住民に公募 ・まつりの基本計画の準備

・祭典委員会の運営支援

・全体運営の取りまとめ

・関連団体との連絡調整

◎地域は、自治連の１７・１９・２０ブロック
と周辺を対象とする

◎入会希望団体の場合で、総会等の正式
決定前の場合でもオブザーバーとして参
加できる。また、専門部会の部員ともなれ
る

ブロック長、自治会長又は副会長 
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つつじが丘ハイツもいつの間にか人口が少し

ずつ減少し、高齢化が急速に進み、地域づくりが

個々の集まりで対応できた時代から、今日では連

携してコトに当たらなければ対応できない時代に

なってきました。その中で手作りの第３０回ハイツ

まつりも盛大に大成功で終了することが出来、そ

の後の合同防災訓練も多くの皆さんに参加いた

だけたことは、住民の善意と協力、地域の自治会

と管理組合が取り組んできた素晴らしい連帯の

地域力の結果だと思います。 

商業施設を含め周辺地域はこの１０数年で大

きく発展し、地域を取り巻く変化の中で、地域内

で直面する課題に対して、周辺企業を含め地域

全体で対応することが必要になっています。こう

した状況の下、ここ数年、つつじが丘ハイツ１～２

５号棟とプレイシアの地域における多様な主体の

まちづくり活動の協働・連携を図るとともに、地域

のマネジメントを行う場の必要性を話し合うことが

多くなり、昨年 11 月に“防災”をテーマに、４つの

自治会と３つの管理組合、店舗会の８つの団体

の話し合いがスタートしました。 

その協議を進めながら、東京都の助成を受け

主な防災用品を揃え、２月に講習会を実施し、各

団体が、地域コミュニティ協議会『まちづくり昭島

北』(愛称：MAKI「マッキー」)に参画することを、

23 年度の総会で活動項目に入れることになり

個々の総会で承認されました。また、その際９月

に初めての合同防災訓練を実施することも発表

となりました。 

その間に、東日本大震災が発生し住民の防災

に対する意識が高くなる中、6/26『防災講演会』、

7/23.24『第３０回ハイツまつり』、安否確認ステッ

カーを全世帯に配布し実施した 9/25『合同防災

訓練』と、８つの団体が連帯し実施することが出

来ました。 

3.11以来、日頃のお付き合いや顔見知りなど「地

域の絆」が災害時いかに大切かを改めて認識し

ました。地域の安全安心の為に、地域に係る問

題意識やビジョンを共有し、地域主体の協働・連

携を図るコミュニティの場として、あくまでも緩や

かなネットワークの組織で、８団体と４つの専門部

会で協働しまずは活動をスタートさせ、徐々に仕

組みを組みたててまいります。 

 

■『まちづくり昭島北』の目的 （会則より） 

地域の住民相互の交流と親睦を図り、共通の利益の増進、生活環境と自然環境の保持・改善に 

努力し、文化・福祉の向上と豊かで住みやすいまちづくりに寄与すること 

■『まちづくり昭島北』の主な役割と位置づけ 

○地域に係る課題認識やビジョンを地域として共有すること 

○その実現に向けた連携・協働のマネジメントを行うこと 

○地域間のコミュニケーションを図り信頼関係を構築すること 

○行政の取組みで縦割りになりがちな地域の取組みを横断的に補完して調整すること 

○周辺企業や行政等との連携を、日常的に行なっていくこと 

 

上記の目的と役割の達成の為、4 つの専門部会を設置し、まちづくり活動の参加者を地域に広げる

ため自治会や組合役員以外にも一般公募し、連帯の輪を広げていきたい。 

2011年 11月 18日 

    委員長）黒﨑治雄   副委員長）小野正敏  宮田次朗 
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資料➌ 『まちづくり昭島北』 設立の主な役割と位置づけ 
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